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【調査研究の概要】

・東南アジアではパーム油のためのアブラヤシと紙パルプのための大規模プランテーションの拡大が、天然林減少の要

因となり、企業・政府と地域住民との土地紛争が各地で頻発している。本調査では熱帯プランテーションの環境・社会

問題について現地調査を実施し、生産現場における土地紛争、人権侵害、環境問題等について日本のパーム油と紙のユ

ーザー企業に伝えるとともに、プランテーション産物の責任ある調達を求めた。

【調査研究の経過】

2012 年 5～7 月：文献調査、対象地域の選定、企業ヒアリング調査

7 月：ラオス調査

8～12 月：企業ヒアリング調査（13 社）

10～11 月：マレーシア（半島）調査及び RSPO 円卓会議（シンガ

ポール）参加

12～1 月：インドネシア、マレーシア（サラワク）調査

3 月：セミナー「熱帯林とパーム農園～企業が目指す持続可能な

資源利用」開催

【参加協力団体】国際環境NGO FoE Japan、熱帯林行動ネットワーク

（JATAN）、サラワク・キャンペーン委員会（SCC）、地球・人間環境

フォーラム、レインフォレスト・アクションネットワーク日本代表部

（RAN）

問題となっている場所の地図あるいは写真など

【今後の展望など】

・2013 年度は引き続き、マレーシア、インドネシアを中心に現地調査を実施し、パーム油と紙のユーザー企業への働き

かけを継続する。

・熱帯プランテーション問題についての情報発信のために Web サイトを構築する予定。

・2013 年度までは地球環境基金を財源とする。その後の財源確保に向けて準備中。

会 計 報 告 書 の 概 要 （金額単位：円） 充当した資金の内訳

支 出 費 目 内 訳 支出金額
高木基金の

助成金を充当

他の助成金

等を充当
自己資金

旅費 海外・国内調査旅費 1,271,000 1,271,000

資料費 文献・DVD 購入 27,000 27,000

会議費
「持続可能なパーム油のための円卓会議」参

加費
91,000 91,000

印刷費 セミナー資料等印刷費 74,000 74,000

協力者謝礼など 専門家謝金、原稿執筆料 296,000 296,000

外部委託費 協力団体人件費、通訳翻訳費 3,188,000 300,000 2,288,000 600,000

その他 事務局人件費、運営費、借損料 1,673,000 953,000 720,000

合 計 6,620,000 300,000 5,000,000* 1,320,000

*地球環境基金

参考文献（ウェブサイトや書籍、成果物など）
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